
 大玉村国内外交流協会規約 

 

（名称）  

第１条 この会は、大玉村国内外交流協会（以下「協会」という。）と称する。  

   

（目的）  

第２条 協会は、国際化時代に即応し、村民の国際理解・国際交流及び国内自治体

間等の交流を推進し、相互理解と友好親善を深めるとともに、地域活性化及び人

材育成の推進に寄与することを目的とする。 

   

（事業）  

第３条 協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。  

 （１）国際交流及び国内自治体間交流の推進 

 （２）姉妹（友好）都市間の往来その他親善友好事業の立案、実施及び支援 

 （３）国際化教育の啓発並びに海外事情の調査、紹介 

 （４）大玉村の国際化の推進 

 （５）協会の目的を達成するために必要な機関や団体との交流 

 （６）その他協会の目的を達成するために必要な事業   

   

（会員）  

第４条 協会は、外国都市及び国内自治体との友好交流並びに国際的な親善友好に

関心があり、協会の目的に賛同する中学生以上の個人及び企業等（以下「会員」

という。）をもって組織する。  

   

（役員）  

第５条 協会に次の役員をおく。  

 （１）会長 １名  

 （２）副会長 ２名  

 （３）理事 若干名  

 （４）監事 ２名  

２ 会長、副会長及び監事は、理事会において選任する。  

３ 理事は、第４条に規定する会員の中から総会において選任する。  

４ 役員の任期は２年とする。ただし、補欠役員の任期は、前任者の残存期間とす

る。  

５ 役員は、再任されることができる。  

６ 役員は、任期満了の場合においても後任者が就任するまでは、その職務を行わ

なければならない。  

 



 （役員の職務）  

第６条 会長は、協会を代表し、会務を総理する。  

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。  

３ 理事は、理事会を構成し、会務の執行を決定する。  

４ 監事は、協会の会計を監査する。  

   

（顧問）  

第７条 協会に顧問を置くことができる。  

２ 顧問は、理事会に諮り会長が委嘱する。  

３ 顧問は、会長の諮問に応じ、会議において意見を述べることができる。  

   

（会議）  

第８条 協会の会議は、総会及び理事会とする。  

   

（総会）  

第９条 総会は、第４条に規定する会員をもって構成する。総会は、通常総会及び

臨時総会とし、通常総会は年１回、臨時総会は、必要に応じ会長が招集する。  

２ 総会において議決する事項は、次のとおりとする。  

 （１）予算及び決算報告  

 （２）事業計画及び事業報告  

 （３）規約の制定または改廃  

 （４）理事の選任  

 （５）その他理事会が必要と認めた事項  

   

（理事会）  

第１０条 理事会は、会長、副会長及び理事をもって構成する。  

２ 理事会は、必要に応じて会長が招集する。  

３ 理事会は、第６条第３項の規定に基づき、次の事項を協議または決定する。  

 （１）会長、副会長及び監事の選任  

 （２）総会に諮るべき事項  

 （３）総会において委任された事項  

 （４）部会に関する事項  

 （５）その他会長が必要と認めた事項  

   

（議事） 

第１１条 議会の議事は、出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数のとき

は、会長の決するところによる。  

 



（議長）  

第１２条 総会の議長は、その総会において出席会員の中から選任する。  

２ 理事会の議長は、会長がこれにあたる。  

   

（部会）  

第１３条 協会に部会を置き、目的達成のための自主的な活動ができる。 

   

（経費）  

第１４条 協会の経費は、会費、補助金、寄付金及びその他の収入をもってあて

る。  

   

（会費）  

第１５条 会員は、次の会費を納入しなければならない。  

 （１）個人    １，０００円 （高校生以下免除） 

 （２）企業等  ５，０００円  

   

（会計年度）  

第１６条 協会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。  

   

（事務局）  

第１７条 協会の事務を処理するため、事務局を大玉村役場内におく。  

   

（補則）  

第１８条  この規約に定めるもののほか、協会の組織、運営等に関し必要な事項

は、会長が理事会に諮って定める。  

   

附 則  

 

（施行期日） 

１ この規約は、平成２８年４月１日から施行する。  

２ 平成３１年３月１８日 一部改正。 

 


